







その他のタイトル The Meaning and Uses of Conjunctins
(Junsetsu-Pattern) (1) :  Dakara, Sonokekka,



















討し，その特性を説明することではないかと思う。   
文章論の立場から接続詞の扱いを見ると，たとえば永野賢は．『文章論総説』  
で，「連濱関係の類型」の観点から9類型を立て，この中の7類型で接続詞を  





が，個別の差異にまで触れてはいない。   
これらに対し，森田良行著『基礎日本語辞典』F基礎日本語2』のように，  
個々の接続詞の意味・用法上の差異を記述したものもある。これは辞典として   





など（註‖， また版接型に関しては，ひけひろし（1986・9）「接続詞『そこで』  
『それで封，ひけひろし（1987）「rそれで』『だから』『したがって山 など，  
そして添加型では，ひけひろし（1985・1Z）「『そして』と『それから山 など  

























調査の結果を見る限り，使用者側の意識では，6種の接続詞が相互に関連を持   
順接型接続詞の意味と用法（1）  25  
ち，あるいは対立し合いながら，各々独自のテリトリーをもっている現実があ  
ることを確認することが出来たように思う。本稿はその調査結果の報告である。   





た先行研究での扱いを一覧表にすると，く表A〉 のようになる。  
表A 6種の順接型接続詞 諸説一覧  
種   類  ダ カ ラ  ソノ結果  従 ッ テ   ス ル ト  ソ コ デ  ソ レ デ   
永野 賢1968  展開型  展開型  展開型   展開型  展開型   
塚原鉄雄1969  展開的連接  展開的連接  展開的連接   展開的連接  
論理的展開  論理的展開  段階的展開   段階的展開  
碩態条件  服愚列叙  前潅1条件   蘭礫条件  
市＝ 孝1978  順接眼当  順接括果  順接順当  順讃きっかけ  順接幅当  順接順当   
田中章夫1987  承前の凝続  承前の嬢轟  承前の接続   転換の積読  承前の接続  
牧田・結果  原凶・結果  継時的  継時的   
佐治圭三1987  順接確定  相接確定  相接一仮定／確定  順接一確定   







つの意味機能を含めていることが確認される。   
塚原鉄雄（1969）は，接続詞の接続機能（連接機能）を分類し「二種八類を  
措定」する。二種は「展開的連接」「構成的連接」で，前者はさらに「論理的   




























る。「転漢の接続」の「ソコテ」以外はすべて 什ソノ結果」はない）「承前の  




し「ソコデ」に関しては塚原鉄雄が「段階的展開」で扱っているのに対し，田   
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中章夫は「転換の接続」として処理するなど，この語の認識に関しては両者間  















なおここには「ソノ結果・ソコデ」の扱いはない。   














以上見てきたように，接続詞として認定する語句の範囲，分類基準，意味機   



















間後に用耗を回収した。被験者，調査期間は次の通りである。   
被験者：筑波大学 人文学類1，2年次生 計26名   
詞査期間：平成8年5月  







トbに分けて文例を採用した。なお，ソレデも2分類（ソレデa，ソレデb）   
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されているが，ソレデbは会話の場面での使用に限定しているため，本稿では  
取り上げなかった。   
以上の基準から，6種の接続詞に閲し以下の14の文例を得た。  






を示す。   
2①これは無農薬のリンゴです。 ②安全です   
9①今までの車は古くなってしまった。 ②新しいのを買うつもりです。  
Bソノ結果：前の事柄が原乱 理由となって，彼の結果が起こるという意味。  
1①入試制度が変わった。 ②前よl）いっそう受験生の負担が増えることに  
なった。   
8①象牙が獲れるというのでアフリカ象を乱獲した。（診象は絶滅寸前に追  
い込まれてしまった。  
C従ッテ：「だから」と同じような意味だが，理由よりも結果を強調する。   
3①日本は火山が多い。 ②温泉も多い。  
1（①京都は千年もの間日本の都であった。 ②古い伝統が今も残っている。  
Dスルトa：ある物事に続いてほかの物事が起こる場合に使う。後件は過去形。  
11①おばあさんが桃を二つに割りました。 ②元気な男の子が飛び出してき  
ました。   
4①「開けゴマ」と言ってみた。 ②扉が開いた。   
スルトb：今まで聞いたことなどを理由とすれば，当然，次のように考えら  
れると言う意味。［結論］。  
12①日本の人口は1佐3千万人ぐらいで東京にはその十分の一が住んでいま   
す。 ②東京の人口は1千3百万人ぐらいですか。  
13①サラ金に追われていたA氏が大金をもっているという噂だ。（∋やはり  
A氏は犯人に違いない。  
Eソコデ：前の事柄を受けて場面を設定し，それに対する意志的行動か，自然   
塩 澤 和 子  30  
ななりゆきを述べる。後ろの文は動詞文。   
5①電話のベルが鳴った。 ②受話器を取った。  
14①もうあまり時間がない。 ②タクシーで駅へ急ごう。  
Fソレデ：「前の事柄が理由で，こうなってしまった」という事態を客観的に  
述べる。   
6①私はこの頃甘いものばかり食べています。 ②太ってしまいました。   




4．順接型接続詞6種の調査結果   
4．1タカ ラ  
表1 ダ カ ラ  
文例  ①  ②  ③  国  ⑤  ⑥  国  ⑧ ⑨ ⑳    ⑪  ⑫／⑫   ⑪   
だから  ○  21  26  24  7  25  26  25  Z2  26  23  ロ  7  17  26  
①      ④  ⑤  ⑥  ⑦  ⑧  ⑨  ⑲  ⑪  ⑫  ⑬  ⑭   
だから  田  5  0  口  8  ロ  0  0  3  0  ロ  2  5  2  0  
①  ②  ③  国  ⑤  ⑥  国  ⑧  （診  ⑲  ⑪  ⑫  ⑬  ⑭   
だから  ×  ロ  0  ロ  田  0  0  ロ  ロ  0  2  23  13  7  0  
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表1には文例番号を1，2＝・ではなく（D，（∋…で示した。下段の数値は被験  









ある。   
以上の結果を「置き換え」の観点から見ると，たとえば「可能」の支持率の   




個人差が大きく，基準が確定せず，「揺れ」があると見なせる。   
そこで「置き換え」の可能性に注目して，く表1〉 の結果を基に，各文例に  
相当する接続詞を書き出すと，〈表1【1〉のようになる。  
〈表11〉 ダカラをAに置き換える  
（接続詞に後続する（）内の数値は文例番号を示す）  
％  A二   ［可  能」   「不  可」   揺  れ   
80％以上  ダカラ（Z．9）  スルトa〔‖）   スルトa（4）   






60～69％  スルトb（13）   
（ユ6～18名）  










例ではダカラは何らかの使用制限を受けることが予測されるのである。   
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4．2 ソノ結果   
表2 ソノ結果  
文例  ①  ②  国  国  ⑤  ⑥  国  ⑧  団  ⑲  ⑪  ⑫  ⑬  ⑭   
その結果  ⊂）  25  4  15  24  ロ  24  7  25  0  17  14  0  0  0  
①  国  ③  ④  ⑤  ⑥  ⑦  ⑧  ⑨  ⑬  ⑪  ⑫  ⑬  ⑪   
その結果  △  ロ  7  4  2  6  ロ  10  0  7  5  7  3  5  0  
＋  ②  国  国  団  ⑥  ⑦  団  （診  ⑬  ⑪  ⑫  ⑬  ⑭   
その結果  ×  0  16  7  0  19  ロ  9  ロ  19  4  5  22  21  26  
ソノ結果は，ダカラに比べると，「可能」で高支持率の文例が減少し，14文  
例中80％以上の支持が4例（1．8＝25名，4．6＝24名）だけである。それ   
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に対し「不可」の高支持率の文例が増加し，80％以上の支持が3例（14＝26  
名，12．13＝21，2名）で，さらに70％以上まで広げると2例（5．9＝19名）  





いう結果で，個人差が非常に大きく，問題となる文例といえよう。   
次に，ダカラと同様，「置き換え」の可能性に注目して，〈表Z〉の結果を基  












う。   
ソノ結果に関しては，置き換え可能と判断出来る接続詞が特定できないばか   
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〈表21〉 ソノ結果をBに置き換える  
35  
％  B二   「可  能」   「不  可」   揺  れ   
80％以「▲   ソノ結果（1．8）  スルトb（1Z．13）  ソレヂ（7）   
（21名～）  スルトa（4）  ソコデ（14）   
ソレデ（6）  
70～79％  ソコデ（5）  
（19～20名）  ダカラ（9）   
60～69％  従ッテ（10）   ダカラ（2）   
（16～18名）  
50～59％  スルトa（11）  














のは，5例（8，9＝16，7名 7．10＝15名14＝13名）で，「不可」の支  
持者が60％台のが1例（4＝16名）であり，「可能」「不可」「不明」に3分さ  
れる傾向を示すのが3例（5．6．12）となっている。   
このような中間的な数値が多く現れる結果は，従ッテの意味・用法が被験者  
に明確に把握されてはいない，個人の理解の程度に差があるため統一されるま  
でに至っていないなど，原因をいろいろ推測することができるが，いずれにし   
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表3 従 ッ テ  
36  
文例  ①  ②  ③  ④  ⑤  団  ⑦  ⑧  国  ⑬  ⑪  ⑫  ⑬  ⑭   
従って  ○  20  24  24  4  10  四  15  16  17  15  0  12  20  13  
①  ②  ③  ④  ⑤  ⑥  ⑦  （診  ⑨  ⑳    ⑫  ⑬  ⑭   
従って  △  5  2  2  6  5  巳  8  4  6  7  ロ  田  2  6  
①  国  ③  国  ⑤  ⑥  ⑦  ⑧  国  ⑬  ⑪  ⑫  ⑬  ⑭   
従って  ×  2  0  0  16  田  8  3  6  3  4  25  9  4  7   
ても，ダカラやソノ結果と違い，従ソテの適用範囲に関しては，判定に揺れが  
生じやすいという結果は注意される。   
次に，「置き換え」に注目して，〈表3〉の結果を基に，各文例に相当する接   
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続詞を書き出すと，〈表31〉 のようになる。  
く表31〉 従ソテをCに置き換える   
％  C二   「可  能」   「不  可」   揺  れ   
80％以上   ダカラ（2）   スルトa（11）   スルトb（12）   
（21名～）  従ッテ（3）  ソコデ（5）  
スルトb（13）  ソレデ（6）   
70←79％  ソノ結果（1）  
（19～20名）  
60～69％  ダカラ（8）  スルトa（4）   
（16～18名）  ソノ結果（9）  
50～59％  従ッテ（10）  








使用意識に「ずれ」があるためか，判断しがたいが，この点に関しては，さら   
38  塩i畢 和 子  
に多くのデータを収集して検討する必要性を痛感する。   
ソノ結果に関しては，2例とも60～70％台に位置しており，積極的に置き換  












4．4 ス ルト  
表4 ス ル ト  
文例   回  ② ③  ④  ⑤  ⑥  国  （診  ⑨  ⑳ ⑪  ⑫  ⑳  ⑪   
すると  ○  15  0  0  Z5  3  四  0  16  0  0 2（；  25  ユ9  0   
回  ②貞③  ④  ⑤  ⑥  ⑦  ⑥  ⑨  ⑳ ⑪  ⑫  ⑫  ⑪   
すると  △  5  0  3  0  0  田  2  7  ロ  2 0  0  2  0  
①  （診 ③  ④  団  （昏  ⑦  ⑧  （診  ⑳ ⑪  ⑫  ⑬  ⑭   
すると  ×  6  26 23  ロ  Z3  田  24  3  25  24  0  ロ  5  26  







限定されたものであることが確認される。   
以上に対し，揺れがあるのが3文例（1．6．8）で，このうち6は，「可  
能」と「不可」の差が僅か3名で，判断が二分された感があるが，残り2文例  
は，幾分「可能」の支持の方が多い。   
次に，「置き換え」に注目して，〈表4〉の結果を基に．各文例に相当する接  
続詞を書き出すと，〈表41〉のようにな予。   
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〈表41〉 スルトをDに置き換える  
40  
％  D二   「可  能」   「不  可」   揺  れ   
80％以上   スルトa（4．11）  ダカラ（2．9）   ソレデ（6）   
（21名～）  スルトb（12）   従ッテ（3．10）  
ソコデ（5．14）  
ソレヂ（7）   
70～79％  スルーb（13）  
（19～20名）  
60～69％  ソノ結果（8）  
（16～18名）  













べると，最も適用範囲が狭く，意味機能が限定されていることがわかる。   
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4．5 ソ コ デ   
表5 ソ コ デ  
文例  団  ②  ③  国  ⑤  団  国  団  ⑨  ⑲  ⑪  ⑫  ⑬  ⑭   
そこで  ○  四  ロ  5  ロ  20  口  4  Z  19  2  2  0  3  8  
回  ②  ③  ④  団  ⑥  ⑦  （診  国  ⑲  ⑪  ⑫  ⑬  ⑭   
そこで  △  4  2  5  4  3  8  6  7  3  6  3  2  5  5  
①  ②  ③  国  団  ⑥  国  ⑧  ⑨  ⑬  ⑪  ⑫  ⑬  ⑭   
そこで  ×  四  23  16  21  3  17  16  17  4  18    24  18  13  
ソコデは，「可能」で高支持率の文例が極端に少なく，80％以上はなく，上  
限は70％台の2例（5．9）だけである。最高が20名で，19名がそれに次ぐ。   
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この2文例の後は大幅に水をあけて，11名（1），8名（14），5名（3）と続  
いていく。この結果から「可能」の範囲は，極端に限定されていることが分か  





「可能」に対し「不可」の占める割合の多さが際だっている。   
また「不明」はすべての文例に万遍なく，平均5名前後の数値で現れている  







いえる。   
次に，「置き換え」に注目して，〈表5〉 の結果を基に，各文例に相当する接  
続詞を書き出すと，〈表51〉 のようになる。   
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〈表5－1〉 ソコデをEに置き換える  
43  
％  Eこ   「可  能」   「不  可」   揺  れ   
80％以上  ダカラ（2）  ソノ結果（1）   
（21名ん）  スルトa（4）  
スルトa（11）  
スルトb（12）  
70～79％  ダカラ（5）  
（19～20名）  ソコヂ（9）  
60～69％  ソノ結果（8）   
（16～18名）  従ッテ（3．10）  
スルトb（13）  
ソレデ（6．7）   














の低さが指摘されるのである。   
44   
4．6 ソ レデ  
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表6 ソ レ ヂ  
文例  ①  ②  ③  団  ⑤  団  国  ⑧  ⑨  ⑲  ⑪  ⑫  ⑬  ⑭   
3  2  19  21  17  19  
ソレデは，「可能」で支持率の高い文例が広範璃に渡っており，ダカラに次  
ぐ広がりを見せている。80％以上は，5文例（1．3．5，6．7）で，ここ   
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には25名以上が2文例ある。これに70％台］の2文例（8．10）を加えると計  
7文例，全体の半数になる。ダカラでは19名以上が10文例あり．6種の接続詞  
中，最も「可能」の範囲が広いが，ソレデはそれに次ぐ広がりを見せている。   
それに対し「不可」で80％以上は，1文例（12）のみで，それに70％台の3  





明」が7，8名もおり，個人差が大きく出ている。   
次に，「置き換え」に注目して，〈表6〉 の結果を基に，各文例に相当する接  






bとも「不可」の方の可能性が高いと見てよいであろう。   
3．ま と め  
接続詞の意味・用法上の相違を客観的に測る一つの新しい試みとして，日本  
語教育のテキストで使用している模範例を参考に，被験者の使用意識の観点か   
塩 澤 和 子   
〈表61〉 ソレデをFに置き換える  
46  
F二   
％  「可  能」   「不  可」   揺  れ   
80％以上  ソノ結果（1）  スルトb（12）   ダカラ（2）   
（21名～）   従ッテ（3）  
ソコデ（5）  
ソレデ（6．7）  
70～79％   ソノ結果（8）   スルトa（11）  
（19～20名）  従ッテ（10）   ソコデ（14）   
60～69％  ダカラ（9）   スルトb（13）  
（16～18名）  


































（2）ひけひろし（1987）「rそれで』Fだからj Fしたがって』」  


























するとで参考になる論考ではあるが，（4）（5）では1語を取り上げているだけで   
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NOl  ダカラ  ソノ結果  従ッテ  スルト  ソコテ●  ソレテ‘   
○   2t   25   20   15   23   
5   5   5   4   
X   
0   「   6   
NO2 ①これは無農薬のリンゴです。  
（診安全です。  
NO2  ダカラ  ソノ結果  従ッテ  スルト  ソコデ  ソレテ’   
○   26   4   24   0   9   
n   2   0   2   
〉く   0   16   0   23   6  
塩 滞 和 子  50   
NO3（∋H本は火山が多い。  
②温泉も多い。  
NO3  ダカラ  ソノ結寒  従ッテ  スルト  ソコヂ  ソレテー   
⊂」   24   15   24   0   21   
ロ   4   2  3  5   3   
〉く   7   0   23   16   ワ   
ダカラ  従ソテ  ンコフ  ソノ結尾  スルト  
NO4 ①「開けゴマ」と言ってみた。  
②犀が開いた。  
ポ04  ダカラ  ソノ結果 従ソテ  スルト  ソコテ   ソレデ   
0  7  24  4   25   14   
△  8  2  6   0   4   ト   
×   11 o  16   21   5  
?????
ダカラ  徒ソテ  ソノ結果  
ソコデ  スルト  ソレデ   
順接型接続詞の意味と肝法（1   
NO5（訂電話のベルが鳴った。  
②一之請器を取った。  
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NO5  ダカラ  ソノ柿果  従ッテ  スルト  ソコデ  ソレデ  
25   3   20   23   
6   5   D   3   ∵   
×   〔   19   Z3   3   
?????
イカラ  罷ソ′  ソノ結果  ソコラ  スルト  ソレヂ  
NO6 ①私はこの頃甘いものばかり食べています。  
②太ってしまいました  
ナJO6  ダカラ  ソノ結果  従ッテ  スルト  ソコテ  ソレデ   
○   26   24   12   25   
△   0   7  8   
×   0   8   17   
?????
にJノラ’  ソノ結果  スルト  
塩 揮 和 子  52  
NO7（Dあの人は頑固者らしい。  
②周りの人間は囲っているようです。  
ド07  ダカラ  ソノ結果  従ッテ  スルト  ソコデ  ソレテネ   
⊂〉   25   7   15   0   4   25   
n   10   8  ワ  6  
×   9   24   0   
NO8（D象牙が獲れるというのでアフリカ象を乱獲した  
②象は絶滅寸前に追い込まれてしまった。  
NO8  ダカラ  ソノ結果  従ッテ  スルト  ソコテ  ソレデ   
C   ＿∵   16   16   †   20   
3   0   4   7   4   
〉く   6   3   1ア  P  
?????
ソノ特異  
ソコF  スルト  ソレデ   
順接型葦続詞の意味と用法（1）   
NO9 ①／㌢までの車は古くなってしまった。  
②新しいのを買うつもりです。  
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NO9  ダカラ  ソノ結果  従ッテ  スルト  ソコデ  ソレデ   
○   26   0   0   19   16   
△   0   7   6   3一   7   
×   0   3   25   4   3  
?????
徒：：′テ  ソノ結果  スルト  
NOlO ①京都は千年もの間日本の郡であった  
②古い伝統が乍も残っている。  
ド〔‖〔）  ダカラ  ソノ結果  従ッテ  スルト  ソコテ  ソレデ   
しノ   23   17   15   0  2   19   
△   〇   7   ワ   
＋   ワ   4   4   24   2  
塩 滞 和 子  54  
NOll①おばあさんが桃を二つに割りました。  
②元気な男の子が飛び出してきました。  
NOll  ダカラ  ソノ緒果  従ッテ  スルト  ソプデ  
○   14   0   26   3  
△   2   7   0   3   4   
×   23   5   0   20   1R   
NO12（D日本の人口は1億3丁一万人ぐらいで  
東京にはその1一分の 一が作んでいます。  
②東京の人口は1千3日万人くらいですか  
HO12  ダカラ  ソノ結果  従ッテ  スルト  ソコテ■  ソレデ   
⊂）   7   0   12   25   0   ウ   
〇   5   0   2   3   
×   13   Z2   9   24   
順二接型接続詞の意味と用法（1）   
NO13 ①サラ金に追われていたA氏が大金をもっているという噴だ  
②やはりA氏は犯人に違いない。  
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NO13  ダカラ  ソノ結果  従ッテ  スルト  ソコデ  ソレヂ   
○   17   0   21   19   3   2   
△   5   5  
〉く   7  21   4   5   18   17   
NO14（Dもうあまり時間がない。  
②タクシーで駅へ急ごう。  
NO14  ダカラ  ソノ結果  従ッテ  スルト  ソコデ  ソレデ   
0   13   0   8   
0   0   6   0   5   6   
X   0   26   7   26   13   ユ9  
